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１Ｐ 

フライトクラブ（以下フライト）＃４＃７＃８＃１０＃１２、ｇｒａｖｉｓ（以下グラビス）＃０

＃２＃１９＃２５＃３８、両チームともマンツーマンでスタート。グラビスはフライトのシュータ

ー＃１０へ厳しくプレッシャーをかける。フライトはガード＃８のドライブからのレイアップとセ

ンター＃４のポストプレイで、グラビスは＃０のドライブからのステップワークとリバウンドシュ

ートの個人技でそれぞれ加点。両チームとも厳しいディフェンスを続ける。グラビス＃２５がリバ

ウンドシュートで加点。フライトはガード＃８のスピードあるドライブでチャンスを作る。グラビ

ス５点リードで第１ピリオド終了。 

２Ｐ 

グラビスはセンター＃３８の高さでディフェンスリバウンドを支配する。フライトは第２ピリオド

から代わって入ったシューター＃１５の３ポイントが決まる。フライトはグラビスのセンター 

＃３８が交代で下がったところで、センター＃４のポストプレイとリバウンドシュートで加点しリ

ードを奪う。６分２０秒、グラビスは１９－２３の４点ビハインドのところでタイムアウト。タイ

ムアウト後、フライトはガード陣のスピードあるドライブでディフェンスを引きつけ＃１５の３Ｐ

でリードを広げる。フライト、残り３分で１０点リード。フライト＃１５は３Ｐ、２Ｐともアウト

サイドシュートの当たりが止まらず、フライトが流れをつかむ。フライト４０－２３グラビスで前

半終了。 

３Ｐ 

第３ピリオド開始は両チームともゲームスタートと同じメンバー。グラビスは速攻からのレイアッ

プが決まるが、アウトサイドシュートの確立が上がらない。フライトも内外パスは良く回るがシュ

ートが決まらない。フライトは＃１０のミドルシュートの加点でつないでいく。どちらも主導権を

つかめない時間が続くなか、フライトが速攻と３Ｐ２本を決め、流れをつかみリードを２４点に広

げたところで、グラビスがタイムアウト。タイムアウト明けもフライトは速攻が決まる。フライト

はブザービーターの３Ｐも決める。フライト６５－３８グラビス。 

４Ｐ 

フライトはドライブからの合わせのインサイドシュートとピックアンドロールが続けて決まる。グ

ラビスも３Ｐを１本返すが、後が続かない。両チームともメンバーチェンジをしつつも、流れはフ

ライト優勢で進む。ゲーム中盤からアウトサイドのシュート力と堅いディフェンスからのスピード

ある速攻を出し主導権を握ったフライトが、７９－４７グラビスでＢクラス優勝となった。 

記録者 菅野 剛      所属 北見地区強化委員会 

フライトクラブ ｇｒａｖｉｓ 


